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本社工場／鳥取市千代水3丁目22番地
TEL（0857）28-2500  FAX（0857）31-6333

安全と安心をひろげる

〒680-0872　鳥取県鳥取市宮長 276 番地 2
TEL：0857-30-5377 FAX：0857-30-5378
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５
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８
時
か
ら

月
５
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時
か
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駅
前
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ー
ド
商
店
街

鳥
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駅
前
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
（
雨
天
決
行
）

（
雨
天
決
行
）

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今月号の表紙は、昨年の鳥取三十二万石お城まつり「火縄
銃鉄砲隊演武」の写真です。
第26回となる今年のお城まつりは、次の通り開催されます。
◆時 代 行 列：９月27日（土）午後１時～午後４時頃
　鳥取市役所→鳥取駅前→智頭街道→わらべ館→久松公園
のルートを、お殿様やお姫様、甲冑をまとった武者などが
中心市街地を練り歩きます。
◆お城まつり：９月28日（日）午前10時～午後３時
　　　　　　　　　　　　 ／鳥取城跡・久松公園
　火縄銃鉄砲隊演武は、午後１時頃に擬宝珠橋で行なわれ
ます。ぜひ足を運んでお楽しみください！

今 月 の 表 紙

「火縄銃鉄砲隊演武」
（©鳥取三十二万石お城まつり実行委員会）
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動 向

なんと！　２５３，０００円もお得!!

切手代＠110×2,500社＝275,000円

貴社のチラシを会報と一緒に会員事業所等へ配布します！

例えば… Ａ４チラシ単独ＤＭの場合

お問い合わせ・お申し込みは … 鳥取商工会議所 経済振興課 TEL （０８５７） ３２－８００３へ

※年間契約は２０％引き、半年契約は１０％引き、３ヵ月契約は５％引き 

■こんな告知が有効です…忘新年会・歓送迎会などの宴会プランのご案内、職員旅行・団体旅行商品などのご案内、営業車両関係、福利厚生

関係、文具備品、ユニホーム、通信関係、年賀状印刷、貸室・テナント募集、各種イベント・説明会等への集客、新製品情報、独立開業 …など。

＜チラシ＞
B5・A4判 B4・A3判2つ折り

２７‚５００円２２‚０００円

折り込み料金（１ヵ月/消費税10％込み）２，５００枚
市内約2‚500社へ郵送したとすると

鳥取商工会議所第44期議員選挙

部会選出の２号議員（定数 36）部会選出の２号議員（定数 36）

選挙管理委選挙管理委員会で確定員会で確定
１号議員は９月 18日、３号議員は 26日に選任１号議員は９月 18日、３号議員は 26日に選任

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
第
44
期
議
員

選
挙
で
、
部
会
選
出
に
よ
る
２
号
議

員
36
事
業
所
が
選
任
さ
れ
、
８
月
19

日
（
火
）
に
開
か
れ
た
第
２
回
選
挙

管
理
委
員
会
で
確
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
１
号
議
員
は
９
月
18
日
（
木
）

の
第
３
回
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定

し
、
３
号
議
員
は
同
26
日
（
金
）
に

開
か
れ
る
１
、２
号
議
員
に
よ
る
協

議
協
議
会
で
選
任
さ
れ
、
全
議
員
が

出
そ
ろ
い
ま
す
。
＝
４
面
２
号
議
員

名
簿
掲
載
＝

　

所
属
部
会
員
の
持
ち
口
数
で
算
出

し
た
各
部
会
の
２
号
議
員
の
定
数

は
、
▽
建
設
部
会
８
▽
工
業
部
会
６

▽
流
通
部
会
７
▽
観
光
・
交
通
部
会

５
▽
金
融
部
会
３
▽
サ
ー
ビ
ス
部
会

７
―
で
、８
月
４
日
（
月
）
の
観
光
・

交
通
部
会
を
皮
切
り
に
同
12
日（
火
）

の
金
融
部
会
ま
で
相
次
い
で
開
か
れ

た
部
会
総
会
で
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
、
同
19
日
（
火
）
の
第
２
回
選
挙

管
理
委
員
会
で
36
議
員
が
確
定
し
ま

し
た
。
２
号
議
員
事
業
所
で
は
、
鳥

取
商
工
会
議
所
職
務
執
行
者
の
選
出

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
号
議
員
に
続
い
て
１
号

議
員
立
候
補
者
の
受
け
付
け
は
同
19

日
（
火
）
か
ら
同
29
日
（
金
）
ま
で

で
、
９
月
９
日
（
火
）
の
投
票
結
果

を
受
け
、
同
18
日
（
木
）
の
第
３
回

選
挙
管
理
委
員
会
で
定
数
54
の
事
業

所
が
確
定
し
ま
す
（
無
投
票
の
場
合

は
、
９
月
５
日
（
金
）
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
確
定
）。

　

３
号
議
員
は
、
９
月
26
日
（
金
）

に
開
催
す
る
１
、２
号
議
員
に
よ
る

議
員
協
議
会
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
10
月
７
日
（
火
）
の

第
４
回
選
挙
管
理
委
員
会
で
確
定
し

ま
す
。

　

新
議
員
に
よ
る
臨
時
議
員
総
会
は

11
月
４
日
（
火
）、
鳥
取
市
今
町
２

丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥

取
で
開
か
れ
、
新
し
い
役
員
体
制
が

決
ま
り
ま
す
。
臨
時
議
員
総
会
終
了

後
、
役
員
・
議
員
就
任
祝
賀
会
が
開

か
れ
ま
す
。
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動 向
鳥取商工会議所第44期議員選挙

２号議員名簿
部会名 選任数 選任された事業所名 所　　在　　地

建 設 ８

㈱三協商会 鳥取市南吉方1-47
大和設備㈱ 鳥取市商栄町227
㈱田中建設 鳥取市叶135-1
㈱中電工鳥取統括支社 鳥取市西品治字田島前ノ2　816-1
㈱白兎設計事務所 鳥取市西町2-123
㈱日ノ丸総本社 鳥取市古海601-4
山口電業㈱ 鳥取市南安長1-23-10
やまこう建設㈱ 鳥取市南隈255

工 業 ６

㈱アサヒメッキ 鳥取市南栄町1
㈲亀井堂 鳥取市徳尾122
㈱ゼンヤクノー 鳥取市賀露町4001
㈱鳥取メカシステム 鳥取市若葉台南7-1-31
久本木材㈱ 鳥取市叶112-1
中央印刷㈱ 鳥取市南栄町34

流 通 ７

㈱ウシオ 鳥取市二階町1-117
㈱エヌケーシー 鳥取市戎町471
㈱谷本酒店 鳥取市末広温泉町274
㈱戸信 鳥取市緑ヶ丘2-667-14
㈱人形のはなふさ 鳥取市湖山町東3-1
㈱モリックスジャパン 鳥取市商栄町203-6
山野商事㈱ 鳥取市商栄町160-4

金 融 ３
アクサ生命保険㈱鳥取営業支社 鳥取市本町3-201
大山日ノ丸証券㈱ 鳥取市吉方温泉3-101
鳥取信用金庫 鳥取市栄町645

観 光 ・ 交 通 ５

㈱小銭屋 鳥取市永楽温泉町651
㈱山陰放送営業総局鳥取支社 鳥取市本町3-201
㈱鳥取マツダ 鳥取市千代水3-13
日ノ丸観光㈱ 鳥取市今町2-153
日ノ丸自動車㈱ 鳥取市古海620

サ ー ビ ス ７

㈱玉川 鳥取市南隈408
㈱伝習館 鳥取市今町1-138
㈲大文字広告社 鳥取市南町436
㈱ドコモＣＳ中国鳥取支店 鳥取市富安1-18 NTTドコモビジネス鳥取南ビル3階
ＮＴＴ西日本㈱鳥取支店 鳥取市湯所町2-258
水野商事㈱ 鳥取市吉方町2-451
㈱メモワールイナバ 鳥取市服部15-3
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産
官
学
金
の
連
携
や
業
種
を
超
え

た
会
員
交
流
を
目
的
と
し
た
ほ
ん
ま

ち
ク
ラ
ブ
が
８
月
18
日
（
月
）、
鳥

取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議

所
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
70
人
が
参

加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
ほ
ん

ま
ち
ク
ラ
ブ
の
開
催
テ
ー
マ
は
「
外

国
人
材
の
活
用
」。
こ
の
企
画
は
、

企
画
政
策
委
員
会
（
平
井
耕
司
委
員

長
）
が
、
昨
今
の
人
手
不
足
を
背
景

に
地
域
の
中
小
企
業
も
外
国
人
材
の

活
用
を
見
据
え
た
経
営
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
外
国
人
材
の

活
用
促
進
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
の

度
同
委
員
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
部
で
行
わ
れ
た
講
演
会
は
、

技
能
実
習
生
の
受
入
れ
企
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
監
理
団
体
ス
キ
ル
ウ
ェ

イ
協
同
組
合
の
加
藤
彰
一
代
表
理
事

が
講
師
を
務
め
、
２
０
２
７
年
に
施

行
予
定
の
育
成
就
労
制
度
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

こ
の
育
成
就
労
制
度
は
、「
発
展

途
上
国
へ
の
技
術
移
転
を
目
的
と
し

た
技
能
実
習
制
度
が
実
態
に
伴
っ
て

い
な
い
こ
と
」、「
昨
今
の
日
本
人
労

働
者
の
人
手
不
足
」
を
背
景
に
外
国

人
材
を
労
働
力
と
し
て
活
用
し
て
良

い
と
す
る
新
た
な
制
度
で
す
。

　

加
藤
講
師
は
、「
技
能
実
習
制
度
」

が
「
育
成
就
労
制
度
」
に
変
わ
る
に

あ
た
り
変
更
ポ
イ
ン
ト
を
詳
細
に
説

明
し
、「
今
後
ま
す
ま
す
外
国
人
材

が
必
要
と
な
る
時
代
が
来
る
。
外
国

人
材
の
定
着
を
図
る
に
は
、
適
切
な

賃
金
設
定
や
住
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
、
使
用
者
側
が
日
本
人
と
同
等
に

講演をする加藤講師

動 向

　
第
　
第
4444
回
ほ
ん
ま
ち
ク
ラ
ブ
を
開
催

回
ほ
ん
ま
ち
ク
ラ
ブ
を
開
催

外
国
人
材
制
度
の
変
更
点
を
学
ぶ

外
国
人
材
制
度
の
変
更
点
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

  

採
用
活
動
の
一
手
段
に

採
用
活
動
の
一
手
段
に

鳥取商工会議所総務課（☎ 0857-32-8002）

外
国
人
材
を
扱
う
よ
う
意
識
改
革
を

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
」
と
力
説
し

ま
し
た
。

　

第
２
部
の
交
流
会
で
は
、
鳥
取
城

北
日
本
語
学
校
の
岸
田
康
正
参
事
が

日
本
語
学
校
の
仕
組
み
や
受
入
れ
状

況
を
紹
介
。
新
た
な
育
成
就
労
制
度

で
は
、
日
本
語
教
諭
な
ど
の
有
資
格

者
に
１
０
０
時
間
日
本
語
を
学
ぶ
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
今

後
ま
す
ま
す
地
域
企
業
と
の
繋
が
り

を
深
め
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
は
、
留
学
生
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
外
国
人
材
も
参
加

し
、
今
ま
で
に
な
い
国
際
色
豊
か
な

交
流
会
と
な
り
、
経
営
者
ら
も
外
国

人
材
と
会
話
す
る
な
ど
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 自己紹介する日本語学校の留学生
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鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
８
月
８
日

（
金
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
鳥
取
市

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
部
会

員
ら
26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
工
業
団
地

の
整
備
や
製
造
業
が
抱
え
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
鳥
取
市
と
意
見
を
交
わ

そ
う
と
企
画
。
テ
ー
マ
は
、「
工
業

団
地
と
企
業
誘
致
」、「
人
材
確
保
と

人
材
育
成
」
の
２
つ
で
、
鳥
取
市
経

済
観
光
部
の
大
野
正
美
部
長
、
同
部

の
渡
邉
大
輔
次
長
、
福
山
博
俊
次
長

を
招
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
「
工
業
団
地
と
企
業
誘
致
」
の
テ
ー

マ
で
は
福
山
次
長
が
鳥
取
市
の
取
組

概
要
を
説
明
。
地
域
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
の
創
出
で
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
す
企
業
誘
致
の
経
過
に
つ
い
て
、

福
山
次
長
は
鳥
取
三
洋
電
機
跡
地
や

布
袋
・
山
手
工
業
団
地
な
ど
に
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
を
誘
致
し
て
き
た
と
回

顧
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
物
流
の
混
乱
や
、
災
害
時
に

お
け
る
事
業
継
続
計
画
な
ど
を
背
景

に
国
内
回
帰
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
同
市
が
整
備
し
た
工
業
団
地

の
多
く
は
分
譲
済
み
で
、
提
供
で
き

る
用
地
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
３
年
度
に
調
査
し
た

内
容
を
解
説
。
候
補
地
は
、
高
規
格

道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
周
辺
の
道

路
状
況
な
ど
物
流
の
利
便
性
や
、
用

地
造
成
に
か
か
る
コ
ス
ト
な
ど
を
考 意見交換会の様子

  

工
業
部
会
が
意
見
交
換
会
開
催

工
業
部
会
が
意
見
交
換
会
開
催

工
業
団
地
整
備
や
人
材
確
保
に
向
け

工
業
団
地
整
備
や
人
材
確
保
に
向
け

　
　
　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　  

鳥
取
市
と
活
発
に
意
見
交
わ
す

鳥
取
市
と
活
発
に
意
見
交
わ
す

慮
し
た
５
カ
所
を
紹
介
。
今
後
は
、

既
存
工
業
団
地
の
分
譲
状
況
や
同
市

の
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
候
補

地
の
絞
り
込
み
や
整
備
手
法
を
検
討

し
て
い
く
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
企
業
誘
致
は
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
重
要
な
取
り

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
時
代
に
合
わ

せ
た
補
助
要
件
に
し
て
ほ
し
い
」「
南

北
線
の
都
市
計
画
が
進
み
始
め
た

が
、
移
転
用
地
な
ど
の
動
き
は
あ
る

か
」「
主
な
進
出
企
業
は
15
年
度
が

最
後
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
案
件

は
ど
う
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
材
確
保
と
人
材
育
成
」

の
テ
ー
マ
は
渡
邉
次
長
が
説
明
し
ま

し
た
。
渡
邉
次
長
は
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
企
業
が
継
続
し
て
発
展
し

て
い
く
に
は
「
労
働
生
産
性
の
向
上
」

と
「
多
様
な
労
働
力
の
安
定
的
確
保
」

が
重
要
に
な
る
と
強
調
。
若
者
の
地

元
定
着
や
将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

を
促
進
す
る
「
地
元
企
業
早
期
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
し
、
経
済
界
な
ど
と
連
携

し
て
人
材
確
保
・
育
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

99×380

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

ビジネス総合
保 険 制 度

ここがおすすめ

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して
加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業活動遂行、管理
下財物）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 ●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の
経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。　

最大

約33%
割引

2023年5月
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）
は
８
月
６
日

（
水
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
オ
ー
プ

ン
講
演
会
を
開
き
、
部
会
員
ら
33
人

が
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
師
は
、「
日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」
を
は
じ
め
、
各

メ
デ
ィ
ア
に
多
く
出
演
し
て
い
る
京

都
市
下
京
区
の
万
松
青
果
㈱
・
中
路

和
宏
代
表
取
締
役
会
長
が
務
め
、
成

果
主
義
を
や
め
た
経
緯
や
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
う
組
織
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

中
路
講
師
は
、
自
社
で
も
過
去
に

能
力
給
や
人
事
考
課
制
度
を
設
け
て

い
た
が
、
当
時
の
会
社
の
雰
囲
気
は

良
く
な
か
っ
た
と
振
り
返
り
、評
価
・

成
果
主
義
・
能
力
給
は
「
ジ
ョ
ブ
型

雇
用
」
で
機
能
す
る
も
の
と
指
摘
。

社
員
は
こ
の
仕
事
を
目
指
し
て
生
き

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
、
機

能
し
な
い
評
価
制
度
の
下
で
は
「
不

公
平
感
が
不
公
平
感
を
生
み
、
会
社

へ
の
信
頼
・
連
帯
感
を
損
な
う
」
と

年
功
序
列
に
戻
し
た
経
緯
を
語
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
経
営
者
は
従
業
員
の
た

め
に
仕
事
を
す
る
。
従
業
員
は
お
客

さ
ま
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
す
る
中
路
講
師
。
お
客
さ
ま

と
社
員
が
満
足
し
て
得
ら
れ
た
業
績

ア
ッ
プ
と
、
数
値
目
標
の
達
成
を
目

指
し
た
だ
け
の
結
果
で
は
、
同
じ
結

果
で
も
出
来
上
が
っ
た
組
織
は
全
く

違
う
と
断
言
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
組
織
の
在
り
方

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講演する中路講師

  

流
通
部
会
オ
ー
プ
ン
講
演
会

流
通
部
会
オ
ー
プ
ン
講
演
会

年
功
序
列
を
重
視
す
る
青
果
仲
卸

年
功
序
列
を
重
視
す
る
青
果
仲
卸

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
客
さ
ま
と
社
員
の
幸
せ
の
実
現

お
客
さ
ま
と
社
員
の
幸
せ
の
実
現

我が社は、株式譲渡制限の定めを設けているいわゆる非公開会社です。少数
派の株主が経営者である私に株式を譲渡したいと申し入れてきましたが拒
絶したところ、今度は会社にとって好ましくない人物へ譲渡しこれを承認

するよう会社に対し請求してきました。会社としてこれに応じなかった場合、どう
なるのでしょうか？

今回は非公開会社株式における少数株式の売却について説明します。非公
開会社株式は、元来配当があまり期待できず、しかも少数の株式では取締役
を選任することもできず経営に関与したり役員報酬を受領することも期待

できません。そこで、これを経営に関与していない者に売却しようとしても困難ですので、会社に対して自己
株式の取得の方法により売却するか、経営に関与する株主に売却することになりますが、すでに経営権を取得
している側からすれば、会社であれ自己であれ売主の希望するような高値で買い取る必要性がないため売却
に至らないケースが多いといえます。
　しかし、会社に譲渡承認を求める際に、会社が譲渡を承認しない場合には会社又はその指定する買受人が買
い取るよう請求することで会社又はその指定する買受人が買い取りを余儀なくされますし、そしてこの場合
の売買価格について協議がまとまらない場合裁判所が価格決定を行うことが可能となります。裁判所が決定
する価格とは、いわゆる配当還元法のみならず他の算定方法も採用する傾向にあるため予想より高額になる
可能性があります。
　このため、本件のように会社にとって好ましくない者に対し譲渡することについて承認を求められること
によって、これを承認しない会社又はその指定する買受人は、
最終的には裁判所が決定する価格で購入させられる危険性が
あります。しかも、価格決定に裁判所が関与する場合価格決
定まで多額の費用と１、２年程度の時間を要しますので、状
況を勘案したうえで株式譲渡の申し出に応じることも検討に
値する場合があります。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
174

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 非公開会社株式の売却非公開会社株式の売却
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観
光
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
事
業
化

を
目
指
す
鳥
取
市

は
８
月
１
日（
金
）、

Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
北
口

の
け
や
き
広
場
で

実
証
事
業
の
開
始

式
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
事
業

は
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
需
要

が
高
ま
る
中
、
鳥

取
市
で
も
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を

活
用
し
た
観
光
を

推
進
し
よ
う
と
始

め
た
も
の
で
、
開電動アシスト自転車を試乗する参加者

鳥取市が実証事業を開始鳥取市が実証事業を開始

24時間いつでも利用可能24時間いつでも利用可能
観光シェアサイクル事業化に向け観光シェアサイクル事業化に向け

始
式
に
は
行
政
や
観
光
事
業
者
、
鳥

取
商
議
所
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
鳥
取
商
議
所
の
西
垣
豪

副
会
頭
は
「
昨
年
度
に
策
定
し
た

『
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
実

現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。
観
光

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
、
鳥
取
砂
丘
に

集
中
し
て
い
る
観
光
を
中
心
市
街
地

や
鳥
取
城
跡
へ
と
つ
な
げ
る
新
た
な

交
通
手
段
と
な
る
。
皆
さ
ん
に
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

▼
期
間
―
11
月
30
日
（
日
）
ま
で

※
24
時
間
利
用
可
能
▼
台
数
―
18

台
（
通
常
タ
イ
プ
12
台
、
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
プ
６
台
）
▼
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

（
自
転
車
貸
出
・
返
却
場
所
）
―
鳥

取
駅
北
口
▽
民
芸
館
通
り
横
▽
鳥
取

城
跡
（
鳥
取
県
庁
）
▽
ヤ
マ
タ
鳥
取

砂
丘
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
▽
鳥
取
砂
丘
駐

車
場
▽
Ｅ
ｎ
ｅ
ｊ
ｅ
ｔ
吉
方
温
泉
Ｓ

Ｓ
（
㈱
ト
リ
ベ
イ
）
―
の
６
カ
所
▼

料
金
―
最
初
の
30
分
１
５
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
２
０
０
円
）、
延
長

15
分
ご
と
に
１
１
０
円
加
算
（
同
タ

イ
プ
１
５
０
円
）

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 15 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 15 分 12 時 35 分
※298 15 時 35 分 17 時 00 分
　　300 18 時 40 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月25日まで

※10/1〜25：15分早発15分早着 ※10/1〜25：10分早発10分早着

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025年　東京便　夏ダイヤ

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  7 時 00 分  8 時 15 分
　　293  9 時 20 分 10 時 35 分
※295 13 時 35 分 14 時 50 分
　　297 16 時 40 分 18 時 00 分
　　299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.19Vol.19

～研究紹介～
氏 　 名　岩田　健吾（いわた　けんご）講師
所 　 属　公立鳥取環境大学
　　　  　経営学部経営学科
取 得 学 位　博士（地球環境学）（京都大学）
研究テーマ　再生可能エネルギーに対する

　　　　　　　　　　　　人々の選好分析

主な研究内容
私は環境経済学を専門としています。とりわけ最近では、

再生可能エネルギー（主に風力）に対する地域住民の選好や
受容の要因を明らかにし、円滑な合意形成や効果的な政策
設計に貢献することを目的とした実証研究を行っています。

政府は2050年カーボンニュートラルの実現に向け、再生
可能エネルギーの主力電源化を進めており、中でも洋上風
力発電は高い発電ポテンシャルを持つことから、2030年に
1,000万 kW、2040年には3,000万〜4,500万 kW の導入をと
いった野心的な目標を掲げています。

しかし、洋上風力発電の設置地域は地方部に多く、住民
との合意形成が大きな課題となっています。実際に海外の
研究でも、多くの市民が再生可能エネルギーとしての風力
発電を支持する一方で、自分の住む地域での設置には反対

するという所謂“Not In My Backyard”といわれる反応が
報告されています。これは、騒音や景観、生態系への影響な
ど、地域住民が具体的なリスクや負の側面を懸念するから
です。

日本において、洋上風力発電に対する地域住民の態度や
選好に関する研究はまだ限られており、アクチュアルな受
容要因や導入における障壁について体系的に明らかにする
必要があります。具体的には、既に洋上風力事業が進行中、
または計画・検討段階にある複数の地域を対象に、選択型
実験（Choice Experiment）を含むアンケート調査を実施し
ています。調査では、地域特性や個人属性によって選好が
どのように異なるのか、どのような条件や要因が洋上風力
の受容を高めるのか、などについても検証しています。

研究の成果は、住民にとって受け入れられやすい情報提
供のあり方や、地域に応じた効果的な導入戦略の設計に資
する実践的知見を提供します。我々が進めている研究は、
再生可能エネルギーの社会的受容性を高め、持続可能なエ
ネルギー転換を地域社会とともに進めるための重要な研究
だと考えています。

応用分野
　カーボンニュートラルの促進、人々の選好の定量評価

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.66Vol.66

９月21日（日）から30日（火）までの10日間「秋の全国交通安全運動」が実施されます。
　　　１　歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進
　　　２　ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進
　　　３　自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

⃝夕暮れ時以降の外出は「車から見えにくい」こと
を意識し、明るい色の服装を心掛け、反射材用品
の着用やＬＥＤライトを携行するなど、自己の
存在を目立たせましょう。

⃝通学路・生活道路等においては、見えない危険を
予測して、速度を落とした安全運転に努めましょう。

⃝自動車運転者は、視認性が低下する夕暮れ時以
降の交通事故を防止するため、日没30分前には
ライトを点灯しましょう。ライトの点灯時間の

目安は、９月は午後５時半、10月は午後５時、11
月・12月は午後４時半です。

⃝飲酒運転根絶のため、「飲酒運転を絶対にしない・
させない」という社会を目指しましょう。

⃝自転車や特定小型原動機付自
転車に乗るときは、ヘルメッ
トを着用し、交通ルールを守っ
て安全に利用しましょう。

秋の全国交通安全運動の実施秋の全国交通安全運動の実施

秋口は、日没の早まりとともに夕暮れ時から夜間にかけて
交通事故が多発する傾向にあります。

運
動
重
点



鳥取商工会議所報
VOL775.2025.9.15

10

鳥取商工会議所は「商工会議所法」（昭和２８年法律１４３号）の規定により、商工業の状況を的
確に把握するため、特定商工業者を対象に毎年、法定台帳を作成し、管理・運営することを義務付け
られています。法定台帳の作成、管理・運営に要する費用は、鳥取県知事の許可を受けて負担金とし
て特定商工業者の皆さまにその一部を負担いただくことになっています。（商工会議所法第１２条）

※既に当所の年会費を口座振替としていただいている特定商工業者の皆さまは、９月２５日（木）に
口座振替させていただきますのであらかじめご了承ください。

該当される事業所におかれましては、登録、負担金の納入等につきましてご協力くださいますよう
お願いいたします。

【お問い合わせ】

鳥取商工会議所　総務課

ＴＥＬ／０８５７－３２－８００２
ＦＡＸ／０８５７－２２－６９３９

特定商工業者

～一定基準以上の事業所です

会議所会員との違い

～法律で指定された商工業者です

「法定台帳」

～事業内容の登録台帳です

特定商工業者の事業内容を鳥取商工会議所に登録し

ていただく台帳のことで、毎年１回作成しています。

（商工会議所法第１０条）

作成された台帳は、皆さまの事業の繁栄や当地経済

の振興に役立てています。秘密事項の保全について

は、細心の注意を払って管理しています。

負 担 金

～作成・運用の経費です

２，０００円（年間）の負担金は、法定台帳に登録
してある登録業者の各種データ作成、更新、および
管理・運用するため、必要最小限の経費としてご負
担いただくものです。 （商工会議所法第１２条）

特定商工業者
かつ会議所会員

会員（任意）

※

特定商工業者
（法定）

▼START

法人ですか？個人ですか？

資本金額または払込出資総額が
３００万円以上ですか？

従業員が２０人以上（商業・
サービス業は５人）ですか？

あなた（貴社）は
特定商工業者です。

①法定台帳の提出が必要です。

②年間2,000円の負担金が
　必要です。

あなた（貴社）は
該当しません。

法人 個人

はい いいえ

はい いいえ

作成と負担金のお願い
特定商工業者の皆様へ

法定
台帳

※特定商工業者として事業内容を商工会議所に登録されただけでは商工
会議所の会員ではありませんのでご注意ください。
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動 向

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
け
出
分

【
社
名・代
表
者
変
更
】

◆
南
栄
電
設
㈲

　

→
南
栄
土
工
㈲

　

代
表
取
締
役
＝
大
谷　

辰
徳

【
社
名・代
表
者・住
所
変
更
】

◆
創
技
建

　

→
㈱
創
技
建

　

代
表
取
締
役
＝
野
藤　

大
輝

　

鳥
取
市
賀
露
町
南
４
丁
目
３
－
18

【
代
表
者
変
更
】

◆（
一
財
）鳥
取
県
剣
道
連
盟

　

会
長
＝
佐
伯　

友
茂

◆
㈲
イ
ン
テ
リ
ア　

ヤ
マ
オ

　

代
表
取
締
役
＝
山
尾　

雄
紀

◆
鳥
取
県
信
用
保
証
協
会

　

会
長
＝
亀
井　

一
賀

【
住
所
変
更
】

◆
配
食
サ
ー
ビ
ス　

ス
プ
ー
ン
ミ
ー

ル

　

鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
３
８
４

◆
㈱
Ｐ
Ｒ
オ
フ
ィ
ス

　

鳥
取
市
元
魚
町
２
丁
目
２
０
１　

エ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
Ⅴ

　

代
表
者
お
よ
び
社
名
、住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課（
℡

０
８
５
７
―
32
―
８
０
０
２
）へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　毎月第１金曜日にI
い ん ぴ っ と
NPIT鳥取県知財

総合支援窓口（受託機関：(一社 )鳥取県
発明協会）と連携して知財無料相談会を開
催します。ご希望の方は、相談日前日の12
時までにお申し込みください。
　特許・商標・意匠・実用新案・著作権は
もちろんのこと、売上拡大・販路拡大・商
品開発などもご相談ください。
　INPIT鳥取県知財総合支援窓口の支
援担当者が対応します。

１．日　時　10月 3日 ( 金）
　　　　　　　　① 13：00～ 14：00
　　　　　　　　② 14：00～ 15：00
　　　　　　　　③ 15：00～ 16：00
　　　　　　（ご希望の時間をお選びください）
２．場　所　鳥取商工会議所　会議室

鳥取商工会議所経営支援一課
TEL：0857-32-8005

申し込み・問い合わせ先

知財無料相談会のご案内

総務省統計局・鳥取県・市町村
【問合せ先】鳥取県統計課　TEL：０８５７－２６－７１０５

⃝国勢調査は、統計法という法律に基づき、10月１日現在で日本に住んでいるすべての人・世帯（外
国人の方を含む。）に回答の義務がある大切な調査です。
⃝国勢調査の結果は、国・地方公共団体による子育て支援や防災対策のほか、企業等での利用など、
わたしたちの身近な暮らしに広く役立てられています。
⃝回答は、インターネットが簡単便利です。スマートフォンで二次元バーコードを読み取れば、ＩＤ・
パスワードの入力なしにログインできます。

～９月 20日から順次、調査員がみなさまのお宅を訪問いたします～
令和７年 国勢調査を実施します

※国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や不審な調査にご注意ください。調査員は、その身分を証明
する『国勢調査員証』を携帯しています。

インターネット回答期間 調査票（紙）での回答期間
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https://x.gd/SwFSP

https://www.jcci.or.jp/partnership/

https://www.biz-partnership.jp/
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW  
AIで変わる仕事の未来
営業の業務効率化と売上アップの鍵

久原 健司 29分

NEW
「心のつながり」で社員が輝く
中小企業成長の秘訣

末広 信太郎 44分

マーケティング思考とAI活用
　　　　　 公開期限：2025年10月末 小野 慎介 43分

研
修
・

人
材
育
成

NEW
信頼を築き、成果を出す！
「傾聴力」と「質問力」

生駒 正明 47分

力の抜きどころ
できる人は上手に力を抜いている 古川 武士 43分

パ
ソ
コ
ン

NEW 　「Canva」実践講座
SNS投稿画像の作り方
　　　　　 公開期限：2025年11月末

志鎌 真奈美 75分

タイトル 講師名 時間
パ
ソ
コ
ン

誰でも簡単にチラシが作れる
「Canva」実践講座
　　　　　 公開期限：2025年９月末

志鎌 真奈美 74分

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

キレイな字になるための
9つのステップ 高宮 暉峰 54分

政
治
経
済

戦後80年 日本経済の軌跡と岐路 岡田 晃 40分

労
務

働きながら介護する時代の
「仕事と介護の両立環境」セミナー 田畑 啓史 47分

税
務
・
財
務
・
経
理

経理担当者向け　経理入門
　　　　　 公開期限：2025年9月末 今関 博喜 75分

会社のお金の悩み解決講座 第１回 仲光 和之 ８分
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経
理
実
務

今
日
の
経
営
環
境
下
に
限
らず

、い
つ
の
時
代
に
も
企
業
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い
経
理
に
つ
い
て
の
基
本
か
ら法

人
税
や
所
得

税
等
の
税
金
まで

を、事
例
を交

え
て
や
さしく解

説
い
た
します

。第
一
線
で
活
躍
され

る
経
理
・総

務
御
担
当
者
の
方
は

も
ち
ろ
ん
の
こと、経

営
者
の
方
に
も
必
要
な
知
識
を身

に
つ
け
て
い
た
だ
く絶
好
の
機
会
で
す
。

本
講
座
は
、簿

記
・経

理
の
基
本
原
理
と処

理
の
一
巡
に
関
す
る
理
解
に
焦
点
をあ

て
、代

表
的
な
日
常
取
引
や
代
金

決
済
の
処
理
方
法
か
ら、税

金
まで

を豊
富
な
事
例
を交

え
、習

得
して

い
た
だ
きます

。
また

、法
人
税
や
経
費
の
損
金
算
入
・消
費
税
な
ど、日

常
業
務
及
び
会
社
運
営
に
必
要
不
可
欠
な
税
金
の
知
識
も

学
習
し、日

々
の
業
務
遂
行
に
欠
か
せ
な
い
『実

務
』を、わ

ず
か
１
日
で
習
得
して

い
た
だ
け
る
の
で
、毎

年
、た
くさん

の
方
の

参
加
をい

た
だ
い
て
い
る
人
気
講
座
で
す
！

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

 受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

T
H

P

講
座

経
理
の
基
礎
か
ら
税
金
・
法
人
税
ま
で
！
仕
事
で
役
立
つ
知
識
が

1日
で
身
に
つ
く

 ! 
プ
ロ
グ
ラ
ム

目
指
せ

!1
0

0
年
企
業
！
会
社
を
強
く
す
る
の
は
経
理
か
ら
！

1
経
理
の
仕
事
とは

 
・経

理
の
あ
らまし

・日
々
の
業
務
内
容

 
・証

憑
書
類
の
処
理

・伝
票
の
起
票

 

2
現
金
・預

金
・手

形
の
処
理

 
・管

理
の
役
割
と方

法
・手

形
の
仕
組
み

・現
金
支
払
に
関
す
る
科
目

 
【福

利
厚
生
費
・接

待
交
際
費
処
理
等
の
税
務
上
の
取
扱
】

3
課
税
の
仕
組
み
、税

務
調
査

 
・損

金
算
入
、不

算
入
の
注
意
点

・税
務
調
査
の
対
処
法

4
法
人
税
の
処
理

 
・法

人
税
の
仕
組
み

・改
正
上
の
注
意
点

 
・節

税
の
重
要
性

 
 

・賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て

５
消
費
税
・源

泉
所
得
税

 
・消

費
税
の
仕
組
み

・課
税
仕
入
の
判
定

・給
与
計
算
記
帳

参
加
者
の
声

・
会
計
士
任
せ
の
経
理
で
し
た
の
で
、
た
だ
な
ん
と
な
く
、
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
で
受
け
た
講
座
で
あ
り
ま
し

た
が
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
義
母
か
ら
引
き
継
ぎ
、

7～
8年

経
理
を
含
め
事
務
全
般
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

改
め
て
勉
強
し
直
し
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す

・
実
務
の
内
容
の
話
が
具
体
的
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
自
分
の
行
っ
て
い
る
業
務
を
確
認
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

・
大
変
わ
か
り
や
す
く
実
務
性
の
あ
る
講
座
で
、
経
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
経
理
関
係
の
社
員
を
次
回
参
加
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
交
際
費
等
わ
か
り
や
す
く
減
価
償
却
、
税
務
調
査
へ
の
対
応
、
継
続
性
の
原
則
、
与
信
限
度
額
等
為
に
な
っ
た

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
経
営
者
協
会
主
催

日
時

2025年
 10

月28
日
（
火
）

10:00~
17:00

会
場

鳥
取
商
工
会
議
所

  ５
階

大
会
議
室

参
 加

 費
会
員
：

14,300
円

一
般
：

18,700
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

定
員

50
名

対
象

経
理
・
財
務
担
当
者
、
経
営
者

鳥
取
商
工
会
議
所

経
営
支
援
二
課

行
FAX:0857-22-6939

経
理
実
務
講
座

 参
加
申
込
用
紙

フ
リ
ガ
ナ

T
E
L

事
業
所
名

フ
リ
ガ
ナ

F
A

X
役
職

/
申
込
者
名

所
在
地

〒

E
-
m

ail
＠

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員

 ・
 鳥
取
法
人
会
会
員

鳥
取
経
営
者
協
会
会
員

 ・
 一
般

(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

)

受
講
修
了
証

要
(

) 
不
要

(
)

受
講
料
合
計

(
 

)円
振
込
予
定
日

月
日

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！

 ※
予予
算算
上上
限限
にに
達達
しし
たた
たた
めめ
現現
在在
受受
付付
停停
止止
中中

（
https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1713831610815/index.htm

l
）

・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>  
※※

  講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

110000％％
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

 

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行
本
店
普
通
預
金

N
O

. 0325411
鳥
取
中
小
企
業
相
談
所
所
長
井
戸
垣
泰
志

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
 

＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://tottori-cci.or.jp 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

IPTEL：
050-3528-0853

(直
通

)
FAX：

0857-22-6939
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ビ
ジ
ネ
ス
文
書
・
メ
ー
ル
・
電
話
対
応

ビジ
ネ
ス
シ
ー
ンで

は
、社

会
人
とし
て
の
「見

や
す
い
、聞

きや
す
い
」“
常
識
”が
あ
り「
ル
ー
ル
」が
あ
りま
す
。

職
場
や
取
引
先
との
コミ
ュニ
ケ
－
シ
ョン
を円

滑
に
す
る
うえ
で
も
欠
か
せ
ませ

ん
。

時
間
をか

け
て
作
成
した

の
は
わ
か
る
け
れ
ど、
読
み
に
くい
、何

が
い
い
た
い
の
か
が
わ
か
りに
くい
、作

成
に
や
た
ら時

間
を

か
け
て
い
る
、電

話
に
出
な
い

…
とい
う社

員
は
い
ませ

ん
か
？

ビジ
ネ
ス
文
書
作
成
、メ
ー
ル
作
成
、電

話
対
応
は
どれ

も仕
事
に
お
け
る重

要
な
ス
キ
ル
の
ひ
とつ
で
す
。 

 
例
え
ば
メー

ル
は

1日
平
均

2時
間
以
上
を費

や
して

い
る
とい
うデ
ー
タが

あ
り、
仕
事
で
の
重
要
度
の
高
さが

伺
え
ま
す
。

しか
し、
い
つ
、ど
ん
な
内
容
で
送
る
か
は
個
人
の
ス
キ
ル
に
依
存
して

い
る
状
態
で
す
。

どれ
も
一
度
身
に
つ
け
て
しま
え
ば
、一

生
使
え
る
ス
キ
ル
で
す
。「
誰
に
」「
何
の
た
め
に
」書

く、
読
む
、話

す
、聴

くか
を、
明
確
に

意
識
し、
組
織
内
外
を問

わ
ず
、ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
関
係
者
か
ら信

頼
を得

るた
め
の
御
社
の
強
み
を
増
や
しま
す
。

この
機
会
に
ビジ

ネ
ス
ス
キ
ル
をパ

ワー
アッ
プさ
せ
まし
ょう
！

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

 受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

T
H

P

講
座

「
誰
に
」
「
何
の
た
め
に
」

 を
理
解
「
正
し
く
」
「
速
く
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
！

 
プ
ロ
グ
ラ
ム

積
み
重
ね
て
顧
客
の
強
い
信
頼
を
つ
か
み
取
る
！

1
ビジ

ネ
ス
文
書
の
基
礎
知
識

・ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
目
的
と役

割
、わ

か
りや
す
い
文
書
の
コツ

 
・間

違
い
や
す
い
敬
語
とク
ッシ
ョン
言
葉

【ワ
ー
ク】

 

2
ビジ

ネ
ス
文
書
の
ポ
イン
ト

・こ
れ
だ
け
は
お
さえ

た
い
社
内
文
書
の
形
式
とポ
イン
ト

・社
内
文
書
作
成

【ワ
ー
ク】

・知
らな

い
と恥

をか
く
社
外
文
書
の
形
式
とポ
イン
ト

3
ビジ

ネ
ス
メー

ル
の

 
基
礎
知
識
とマ
ナ
ー

 
・メ
ー
ル
の
処
理
で
ビジ

ネ
ス
セ
ンス

が
わ
か
る

 
・メ
ー
ル
の
特
性
メリ
ット
・デ
メリ
ット

 
・社

内
、社

外
、返

信
、転

送
、添

付
メー

ル
の
マナ

ー
 

4
ワン

ラン
ク上

の
メー

ル
作
成

・メ
ー
ル
の
注
意
点

【ワ
ー
ク】

 
・メ
ー
ル
処
理
に
必
要
な
スキ

ル
と意

識
す
べ
き
ポ
イン
ト 

５
電
話
対
応

 
・受

け
方
、取

り次
ぎ
方
、か

け
方
の
注
意
点

 
・不

在
対
応
、伝

言
の
受
け
方
、伝

言
メモ
の
書
き方

・実
践
！
電
話
対
応

【ロ
ー
プ
レ】

 

参
加
者
の
声

・
今
ま
で
は
、
形
式
と
体
裁
ば
か
り
気
に
し
て
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
は
必
ず
相
手
が
あ
り
、

そ
の
相
手
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
を
改
め
ま
し
た
。

・
メ
ー
ル
作
成
に
つ
い
て
は
学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
、
メ
ー
ル
作
成
に
か
か
る
時
間
を
短
く
し
て
い
き
た
い
。

・
何
年
た
っ
て
も
電
話
に
出
る
の
が
苦
手
で
息
を
殺
し
て
い
た
が
、
今
回
実
践
練
習
を
受
け
て
、
電
話
に
出
る
の

が
こ
わ
い
と
い
う
感
覚
が
薄
れ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

・
実
用
的
な
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
普
段
仕
事
だ
け
で
は
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

多
く
学
べ
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
社
で
使
っ
て
い
き
ま
す
。

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
経
営
者
協
会
主
催

日
時

20
25
年

 1
1月

13
日
（
木
）

10
:0

0~
17

:0
0

会
場

鳥
取
商
工
会
議
所

  ５
階

大
会
議
室

参
 加

 費
会
員
：

14
,3

00
円

一
般
：

18
,7

00
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

定
員

50
名

対
象

若
手
社
員
・
中
堅
社
員
・
リ
ー
ダ
ー

鳥
取
商
工
会
議
所

経
営
支
援
二
課

行
FA

X:
08

57
-2

2-
69

39
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
・
メ
ー
ル
・
電
話
対
応
講
座

 参
加
申
込
用
紙

フ
リ
ガ
ナ

T
E
L

事
業
所
名

フ
リ
ガ
ナ

F
A

X
役
職

/
申
込
者
名

所
在
地

〒

E
-
m

ai
l

＠

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員

 ・
 鳥
取
法
人
会
会
員

鳥
取
経
営
者
協
会
会
員

 ・
 一
般

(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

)

受
講
修
了
証

要
(

) 
不
要

(
)

受
講
料
合
計

(
 

)円
振
込
予
定
日

月
日

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！

 ※
予予
算算
上上
限限
にに
達達
しし
たた
たた
めめ
現現
在在
受受
付付
停停
止止
中中

（
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty
.to

tto
ri.
lg.

jp
/w

ww
/c
on

te
nt

s/1
71

38
31

61
08

15
/in

de
x.h

tm
l
）

・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>  
※※

  講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

1100
00％％

キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

 

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行
本
店
普
通
預
金

N
O

. 0
32

54
11
鳥
取
中
小
企
業
相
談
所
所
長
井
戸
垣
泰
志

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
 

＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//

to
tt

or
i-

cc
i.o

r.
jp

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

IP
TE

L：
05

0-
35

28
-0

85
3(
直
通

)
FA

X：
08

57
-2

2-
69

39
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多様な検定試験を通じて産業人材の育成を図り
日本経済の発展に貢献します

eco検定（環境社会検定試験）®
ビジネスと環境の相関を的確に説明する力をつけるため、
多くの企業で導入されている検定です！
ｅｃｏ検定は、複雑・多様化する環境問題を幅広く体系的に身に付けられる「環境教育の入
門編」として幅広い業種・職種の方に活用いただいています。
ビジネスシーンにおけるキャリアアップはもちろん、生活者として健康で安全な暮らしを送
るために、社会の様々な場面で役立つ検定試験です。

福祉住環境コーディネーター検定試験®

超高齢化社会を迎えた日本で、ますます存在感が高まる検定試験

■2025年度試験スケジュール（第２シーズン）
検定試験

•ビジネスマネジャー検定試験
•ビジネス実務法務検定試験
 （2・3級）
•カラーコーディネーター検定試験
 （アドバンス・スタンダード）

8/26（火）
　～9/3（水）

9/11（木）
　～9/17（水）

9/19（金）
　～9/30（火）

10/23（木）
　～11/10（月）

9/16（火）
　～9/24（水）

【お問合せ先】 鳥取商工会議所
 検定担当 ＴＥＬ 0857-32-8004

東京商工会議所検定センター 　　　鳥取商工会議所
https://kentei.tokyo-cci.or.jp/  　　　https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/

10/2（木）
　～10/8（水）

10/10（金）
　～10/21（火）

11/13（木）
　～12/4（木）

•環境社会検定試験（eco検定）
•福祉住環境コーディネーター
　検定試験（2・3級）

申込期間 試験期間団体クーポン
申込期間

先行申込期間
（団体受験者専用）

福祉住環境コーディネーターとは、高齢者や障がい者に対して、住みやすい住環境を提案
するアドバイザーです。
医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携をとりな
がらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。
また福祉用具や諸施策情報などについてもアドバイスします。

受験者が３名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけます。
「団体申込」をご利用いただくことで、受験者の申込情報や成
績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で一括して
精算いただくことが可能です。
割引の適用には、当所経由での申込が必要です。直接申し込
みの場合は、割引が適用されませんのでご注意ください。
ご検討いただける場合は、下記までお問い合わせください。

団体申込で
会員企業の団体受験料

５％割引
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８ 

月 

納 

涼 

例 

会

令
和
７
年
８
月
６
日
（
水
）、
ヴ
ェ
ル
ー
ジ
ュ
に
て
『
８
月
納
涼
例
会
』
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
例
会
は
、
当
会
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
実
に

７
年
ぶ
り
の
納
涼
例
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
通
常
例
会
の
後
、
夏
祭
り
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
食
事
や
飲
み
物
を
囲
み
な
が
ら
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
対
抗
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、
①
【
Ｐ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｄ
Ｕ
Ｅ
Ｌ
】
名
刺
交
換
ゲ
ー
ム
、
②
【
優
秀
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
格

付
け
チ
ェ
ッ
ク
】
の
２
種
目
を
実
施
。
豪
華
賞
品
を
懸
け
た
対
抗
戦
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
同
士
が
自
然
に
交
流
で
き
る
仕
掛
け
と
し
て
も
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
会
場
は
笑
顔
と
熱
気
に
包
ま
れ
、
大
変
活
気
あ
ふ
れ
る

納
涼
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
今
年
度
開
催
予
定
の
「
第
４
回

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
中
間
報
告
を
行
い
、
11
月
９
日

（
日
）の
開
催
に
向
け
、事
業
へ
の
期
待
感
を
一
層
高
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
く
交
流
で
き
た
」、「
普
段
あ
ま
り
話
す
機
会
の
な

い
方
と
話
せ
て
有
意
義
だ
っ
た
」、「
ビ
ジ
コ
ン
が
今
か
ら
楽
し
み
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
回
の
例
会
が
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
双
方
を

深
め
る
有
意
義
な
場
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

猛
暑
の
中
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
、
会
員
お
よ
び
地
域
商
工
業
の
発
展

に
つ
な
が
る
企
画
と
通
じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
一
同
、
皆
さ
ま
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

�

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
　
委
員
長
　
大
塩
　
晋
也８月例会の様子

格付けチェックで楽しむ会員

発行：令和 7年 9月 １5 日
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初
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年

部
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
澄
み
渡
る
空
や
虫

の
音
に
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
頃
と
な
り

ま
し
た
。
９
月
は
「
実
り
の
秋
」
と
申
し
ま

す
が
、
私
た
ち
の
活
動
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
新
た
な
成
果
へ

と
結
実
さ
せ
て
い
く
大
切
な
時
期
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
会
員
相
互
の
研
鑽
と
交
流
を

重
ね
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
８
月
２
日
・
３

日
の
両
日
に
松
江
水
郷
祭
へ
ブ
ー
ス
を
出
展

い
た
し
ま
し
た
。
対
外
交
流
委
員
会
を
中
心

に
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
は
じ
め
と
す
る
他
単
会

と
の
交
流
を
通
じ
、
同
じ
山
陰
エ
リ
ア
の
県

庁
所
在
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

な
ど
、
多
く
の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
は

じ
め
、
各
地
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
８
月
６
日
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

委
員
会
が
7
年
ぶ
り
と
な
る
納
涼
例
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
米
子
が

い
な
大
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

や
、
名
刺
交
換
企
画
や
格
付
け
企
画
な
ど
が

行
わ
れ
、
最
後
に
は
11
月
に
開
催
予
定
の
第

４
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
会
員

と
高
校
生
が
共
に
準
備
を
重
ね
て
い
く
ロ
ン

グ
ラ
ン
の
取
組
で
あ
り
、
地
域
の
次
代
を
担

う
若
者
と
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
９
日
に
は
ま
ち
興
し
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、土
曜
夜
市
に
参
画
し「
と
っ

と
り
夜
ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
市
民
や
ご
家
族
連
れ
に

参
加
い
た
だ
き
、
楽
し
そ
う
に
商
店
街
を
巡

る
姿
に
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

続
く
８
月
14
日
に
は
会
員
交
流
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
第
61
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

祭
り
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
大

勢
の
観
客
が
集
ま
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
祭
り

を
通
じ
て
、
こ
の
街
が
元
気
に
、
そ
し
て
愛

さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
折
り
返
し
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
事
業
や
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
の
発
展
の
た
め
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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令
和
７
年
8
月
9
日
（
土
）
鳥
取
市
本
通
商
店
街
エ
リ
ア
に
て
「
と
っ
と
り
夜

ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊
～
み
ん
な
で
挑
戦
！
夜
市
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
冒
険
～
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
土
曜
夜
市
に
新

し
い
企
画
を
加
え
、
来
場
者
に
中
心
市
街
地
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
、
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
街
地
は
多
く

の
来
場
者
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
も
親
子
連
れ
や
友

人
同
士
な
ど
約
50
組
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

受
付
で
配
布
さ
れ
た
マ
ッ
プ
を
手
に
、
制
限
時
間
内
に
10
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
巡
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
を
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
投
稿
。

投
稿
数
や
達
成
度
に
応
じ
て
賞
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
タ
ッ
フ
は
各
所
で
撮
影
補
助
や
安
全
誘
導
を
行
い
、
運
営
本
部
で
は

投
稿
写
真
を
集
計
、参
加
者
へ
の
地
域
通
貨
フ
ロ
ー
ラ
券
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
商
店
街
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見

し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
ほ
か
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員

に
と
っ
て
も
企
画
運
営
を
通
じ
て
地
域
貢
献
の
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
新
し
い
賑
わ
い
を
創
出
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

８
月
14
日
（
木
）、鳥
取
の
夏
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
祭
り�

一
斉
傘
踊
り
」
に
、
今
年
も
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
参
画
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
華
や
か
な
色
合
い
の
傘
を
手
に
、
メ
ン
バ
ー

一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
舞
う
光
景
は
、
地
域
の
誇
り
を
体
現
す
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
過
程
で
は
、
振
り
付
け
の
習
得
な
ど
に
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
本
番
で
は
沿
道
か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
と
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、

最
後
ま
で
全
力
で
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
は
、
世
代
や
立
場
を
超
え
て
多
く
の
市
民
が
参

加
し
、
地
域
全
体
で
育
ん
で
き
た
伝
統
文
化
で
す
。
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
と
っ
て
も
、
仲
間
と
汗
を
流
し
な
が
ら
郷
土
へ
の
思
い
を
再
確
認
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
若
手
経
済
人
と
し
て
地
域
に
根

差
し
、
次
代
へ
と
文
化
を
継
承
し
て
い
く
責
任
を
強
く
感
じ
る
時
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
姿
で
参
加
で
き
る
よ
う
、メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、

地
域
と
と
も
に
歩
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

�

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
山
下
　
弥
生

イベントに参加したメンバー

しゃんしゃん一斉傘踊りの様子

参加したメンバー

受付をするメンバー

事業所名	 (一社)Yearning	for	Yazu	Project
所属委員会	 会員増強委員会

矢部 啓佑	君
（やべ	けいすけ）

事業所名	 Angeアンジ
所属委員会	 対外交流委員会

柳澤　彩	君
（やなぎさわ	あや）

と
っ
と
り
夜
ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊

と
っ
と
り
夜
ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊

〜
み
ん
な
で
挑
戦
！
夜
市
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
冒
険
〜

〜
み
ん
な
で
挑
戦
！
夜
市
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
冒
険
〜

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り  

一
斉
傘
踊
り
参
画

一
斉
傘
踊
り
参
画

第61回第61回

新
入
会
員事業所名	 鳥取科学器械㈱

所属委員会	 会員増強委員会

手石 光晴	君
（ていし	みつはる）

事業所名	 山陰警備保障㈱
所属委員会	 鳥取お城委員会

武安 良朋	君
（たけやす	よしと）
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８ 

月 

納 

涼 

例 

会

令
和
７
年
８
月
６
日
（
水
）、
ヴ
ェ
ル
ー
ジ
ュ
に
て
『
８
月
納
涼
例
会
』
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
例
会
は
、
当
会
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
実
に

７
年
ぶ
り
の
納
涼
例
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
通
常
例
会
の
後
、
夏
祭
り
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
食
事
や
飲
み
物
を
囲
み
な
が
ら
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
対
抗
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、
①
【
Ｐ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｄ
Ｕ
Ｅ
Ｌ
】
名
刺
交
換
ゲ
ー
ム
、
②
【
優
秀
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
格

付
け
チ
ェ
ッ
ク
】
の
２
種
目
を
実
施
。
豪
華
賞
品
を
懸
け
た
対
抗
戦
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
同
士
が
自
然
に
交
流
で
き
る
仕
掛
け
と
し
て
も
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
会
場
は
笑
顔
と
熱
気
に
包
ま
れ
、
大
変
活
気
あ
ふ
れ
る

納
涼
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
今
年
度
開
催
予
定
の
「
第
４
回

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
中
間
報
告
を
行
い
、
11
月
９
日

（
日
）の
開
催
に
向
け
、事
業
へ
の
期
待
感
を
一
層
高
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
く
交
流
で
き
た
」、「
普
段
あ
ま
り
話
す
機
会
の
な

い
方
と
話
せ
て
有
意
義
だ
っ
た
」、「
ビ
ジ
コ
ン
が
今
か
ら
楽
し
み
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
回
の
例
会
が
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
双
方
を

深
め
る
有
意
義
な
場
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

猛
暑
の
中
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
、
会
員
お
よ
び
地
域
商
工
業
の
発
展

に
つ
な
が
る
企
画
と
通
じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
一
同
、
皆
さ
ま
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

�

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
　
委
員
長
　
大
塩
　
晋
也８月例会の様子

格付けチェックで楽しむ会員

発行：令和 7年 9月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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初
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年

部
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
澄
み
渡
る
空
や
虫

の
音
に
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
頃
と
な
り

ま
し
た
。
９
月
は
「
実
り
の
秋
」
と
申
し
ま

す
が
、
私
た
ち
の
活
動
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
新
た
な
成
果
へ

と
結
実
さ
せ
て
い
く
大
切
な
時
期
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
会
員
相
互
の
研
鑽
と
交
流
を

重
ね
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
８
月
２
日
・
３

日
の
両
日
に
松
江
水
郷
祭
へ
ブ
ー
ス
を
出
展

い
た
し
ま
し
た
。
対
外
交
流
委
員
会
を
中
心

に
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
は
じ
め
と
す
る
他
単
会

と
の
交
流
を
通
じ
、
同
じ
山
陰
エ
リ
ア
の
県

庁
所
在
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

な
ど
、
多
く
の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
は

じ
め
、
各
地
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
８
月
６
日
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

委
員
会
が
7
年
ぶ
り
と
な
る
納
涼
例
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
米
子
が

い
な
大
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

や
、
名
刺
交
換
企
画
や
格
付
け
企
画
な
ど
が

行
わ
れ
、
最
後
に
は
11
月
に
開
催
予
定
の
第

４
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
会
員

と
高
校
生
が
共
に
準
備
を
重
ね
て
い
く
ロ
ン

グ
ラ
ン
の
取
組
で
あ
り
、
地
域
の
次
代
を
担

う
若
者
と
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
９
日
に
は
ま
ち
興
し
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、土
曜
夜
市
に
参
画
し「
と
っ

と
り
夜
ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
市
民
や
ご
家
族
連
れ
に

参
加
い
た
だ
き
、
楽
し
そ
う
に
商
店
街
を
巡

る
姿
に
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

続
く
８
月
14
日
に
は
会
員
交
流
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
第
61
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

祭
り
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
大

勢
の
観
客
が
集
ま
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
祭
り

を
通
じ
て
、
こ
の
街
が
元
気
に
、
そ
し
て
愛

さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
折
り
返
し
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
事
業
や
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
の
発
展
の
た
め
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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令
和
７
年
8
月
9
日
（
土
）
鳥
取
市
本
通
商
店
街
エ
リ
ア
に
て
「
と
っ
と
り
夜

ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊
～
み
ん
な
で
挑
戦
！
夜
市
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
冒
険
～
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
土
曜
夜
市
に
新

し
い
企
画
を
加
え
、
来
場
者
に
中
心
市
街
地
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
、
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
街
地
は
多
く

の
来
場
者
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
も
親
子
連
れ
や
友

人
同
士
な
ど
約
50
組
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

受
付
で
配
布
さ
れ
た
マ
ッ
プ
を
手
に
、
制
限
時
間
内
に
10
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
巡
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
を
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
投
稿
。

投
稿
数
や
達
成
度
に
応
じ
て
賞
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
タ
ッ
フ
は
各
所
で
撮
影
補
助
や
安
全
誘
導
を
行
い
、
運
営
本
部
で
は

投
稿
写
真
を
集
計
、参
加
者
へ
の
地
域
通
貨
フ
ロ
ー
ラ
券
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
商
店
街
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見

し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
ほ
か
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員

に
と
っ
て
も
企
画
運
営
を
通
じ
て
地
域
貢
献
の
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
新
し
い
賑
わ
い
を
創
出
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

８
月
14
日
（
木
）、鳥
取
の
夏
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
祭
り�

一
斉
傘
踊
り
」
に
、
今
年
も
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
参
画
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
華
や
か
な
色
合
い
の
傘
を
手
に
、
メ
ン
バ
ー

一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
舞
う
光
景
は
、
地
域
の
誇
り
を
体
現
す
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
過
程
で
は
、
振
り
付
け
の
習
得
な
ど
に
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
本
番
で
は
沿
道
か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
と
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、

最
後
ま
で
全
力
で
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
は
、
世
代
や
立
場
を
超
え
て
多
く
の
市
民
が
参

加
し
、
地
域
全
体
で
育
ん
で
き
た
伝
統
文
化
で
す
。
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
と
っ
て
も
、
仲
間
と
汗
を
流
し
な
が
ら
郷
土
へ
の
思
い
を
再
確
認
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
若
手
経
済
人
と
し
て
地
域
に
根

差
し
、
次
代
へ
と
文
化
を
継
承
し
て
い
く
責
任
を
強
く
感
じ
る
時
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
姿
で
参
加
で
き
る
よ
う
、メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、

地
域
と
と
も
に
歩
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

�

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
山
下
　
弥
生

イベントに参加したメンバー

しゃんしゃん一斉傘踊りの様子

参加したメンバー

受付をするメンバー

事業所名	 (一社)Yearning	for	Yazu	Project
所属委員会	 会員増強委員会

矢部 啓佑	君
（やべ	けいすけ）

事業所名	 Angeアンジ
所属委員会	 対外交流委員会

柳澤　彩	君
（やなぎさわ	あや）

と
っ
と
り
夜
ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊

と
っ
と
り
夜
ま
ち
フ
ォ
ト
探
検
隊

〜
み
ん
な
で
挑
戦
！
夜
市
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
冒
険
〜

〜
み
ん
な
で
挑
戦
！
夜
市
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
冒
険
〜

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り  

一
斉
傘
踊
り
参
画

一
斉
傘
踊
り
参
画

第61回第61回

新
入
会
員事業所名	 鳥取科学器械㈱

所属委員会	 会員増強委員会

手石 光晴	君
（ていし	みつはる）

事業所名	 山陰警備保障㈱
所属委員会	 鳥取お城委員会

武安 良朋	君
（たけやす	よしと）
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7
月
16
日
（
水
）、
鳥
取
商
工
会

議
所
で
7
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
株
式
会
社
さ
ん
び
る
・
健
康

福
祉
部
鳥
取
事
業
所
所
長
の
高
木
慎

也
氏
を
お
招
き
し
、「
職
場
で
出
来

る
簡
単
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～
仕
事
中
に

か
ら
だ
を
動
か
す
習
慣
を
取
り
入
れ

よ
う
～
」
と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
話
い
た
だ
い
た
内
容
は
主
に
次

の
3
つ
で
す
。

①
健
康
経
営
の
重
要
性

　

社
員
の
健
康
を
意
識
し
た
経
営
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
健

康
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
と

と
も
に
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
し
て
い
き
ま

す
。
社
員
の
健
康
＝
企
業
の
成
長
と

　

７
月
例
会
を
開
催

　

７
月
例
会
を
開
催

　　
　　
　　

～
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、実
践
す
る
～

～
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、実
践
す
る
～

い
う
考
え
を
土
台
に
し
、
企
業
の
持

続
的
な
成
長
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

②
鳥
取
県
内
企
業
の
健
康
課
題

　

運
動
習
慣
が
少
な
い
こ
と
や
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と
、
睡
眠
に

よ
る
休
養
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
自
覚
症

状
が
な
く
病
院
に
行
か
な
い
人
も
多

く
、
血
圧
リ
ス
ク
保
有
者
が
多
い
と

い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。

③
運
動
習
慣
化
の
コ
ツ
と

�

水
分
の
重
要
性

　

運
動
を
習
慣
化
す
る
た
め
の
コ
ツ

は
、
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
数
値
化
す

る
こ
と
や
軽
い
運
動
か
ら
始
め
る
こ

と
、
週
4
日
を
目
標
に
始
め
2
日
連

続
で
は
休
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
水
分
は
1
日
１
５
０
０
ml
を

目
安
に
し
、
の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま

め
に
飲
む
こ
と
が
大
切
と
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら

で
き
る
運
動
を
教
え
て
い
た
だ
き
実

践
し
ま
し
た
。
運
動
後
は
じ
ん
わ
り

と
汗
を
か
き
、
体
が
温
か
く
な
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
会
員
か
ら

は
「
長
ら
く
運
動
を
し
て
い
な
い
の

で
、
体
を
動
か
す
と
痛
い
時
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
は
ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か
」
と
質
問
が
あ
り
、「
打

撲
な
ど
の
痛
み
で
な
け
れ
ば
、
過
保

護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
動
か
し
て
い

た
だ
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
今
日
の
運

動
の
痛
み
は
数
日
後
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
、
笑
い
も
交
え
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
德
田
和
子
会
長
が
「
今
日
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
会
社
に

持
っ
て
帰
っ
て
指
導
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
は
、
健
康
づ
く
り
に

は
、
普
段
か
ら
予
防
す
る
こ
と
が
大

事
と
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

講師の高木氏

椅子に座りながらできる運動を実践する様子

～新入会員紹介～（８月入会）
・ 金居洋子さん　㈱金居商店

　７月12日（土）、鳥取商工会議所青年部、
鳥取お城委員会主催の「鳥取城跡清掃活動」
へ女性会として参加しました。当日は強い
日差しが照り付ける中、会員６名も歴史あ
る鳥取城跡の清掃で汗を流しました。

「鳥取城跡清掃活動」へ参加「鳥取城跡清掃活動」へ参加
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◆
８
月
下
旬
。
県
下
商
工
会

議
所
役
職
員
の
研
修
会
が
あ
り

ま
し
た
。
当
日
の
内
容
は
、
米

子
城
跡
の
見
学
ツ
ア
ー
。
天
守

ま
で
15
分
程
度
登
る
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
石
段
を
一
段
一

段
と
考
え
る
と
筆
者
は
登
れ
る

の
か
？
と
不
安
…
◆
実
際
に
登

る
と
…
や
は
り
普
段
の
運
動
不

足
が
露
呈
し
ま
し
た
。
し
ん
ど

い
と
い
う
よ
り
、
い
つ
断
念
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
（
笑
）

◆
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
登

り
切
っ
た
天
守
か
ら
望
む
海
や

山
、
街
を
見
渡
す
３
６
０
度
の

パ
ノ
ラ
マ
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
！�

（
Ａ
）

編　集　室

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

９
／
20
㈯

TO
TTO

RI ILLU
STRATIO

N
 2025

【
公
開
】

21
㈰

TO
TTO

RI ILLU
STRATIO

N
 2025

【
公
開
】

22
㈪

TO
TTO

RI ILLU
STRATIO

N
 2025

【
公
開
】

23
㈫

TO
TTO

RI ILLU
STRATIO

N
 2025

【
公
開
】

25
㈭

救
急
救
命
講
習
会

26
㈮

鳥
取
市
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
正
副
会
長
研
修
会

27
㈯

コ
モ
ド　
イ
ベ
ン
ト

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

28
㈰

ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
座
談
会 

in 

鳥
取

10
／
2
㈭

鳥
取
医
療
生
活
協
同
組
合

3
㈮

鳥
取
医
療
生
活
協
同
組
合

4
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

6
㈪

講
習
会

11
㈯

シ
リ
ー
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
「
ゆ
る
っ
と
薬
膳
」
②

秋
風
吹
い
た
ら
潤
い
三
倍　
木
耳
と
山
芋
と
ナ
ツ
メ
の
お
粥

審
査
会

12
㈰

合
唱
練
習

18
㈯

コ
モ
ド
保
育
園
合
同
運
動
会

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
と
っ
と
り
犯
罪
被
害
者

サ
ポ
ー
ト
企
業
」募
集
中

　

鳥
取
県
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た

人
へ
の
支
援
の
広
が
り
を
目
指
し
、

休
暇
制
度
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
む

「
と
っ
と
り
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

企
業
」を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
従
業
員
の
回

復
に
つ
な
が
る
職
場
環
境
の
整
備
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▼
導
入
例
―
①
既
存
の
特
別
な
休

暇
制
度
を
活
用
す
る
（
す
で
に
病
気

休
暇
や
裁
判
員
休
暇
な
ど
の
特
別
な

休
暇
制
度
を
就
業
規
則
な
ど
に
よ
り

定
め
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
対
象
に

犯
罪
被
害
者
な
ど
を
含
め
る
こ
と
を

明
示
す
る
）、
②
特
別
な
休
暇
制
度

の
一
つ
と
し
て
「
犯
罪
被
害
者
等
休

暇
制
度
」
を
創
設
す
る
。
▼
登
録
で

き
る
企
業
・
法
人
・
団
体
―
①
犯
罪

被
害
者
の
た
め
の
休
暇
制
度
を
導
入

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
今
後
導
入

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
、

　

鳥
取
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化

財
課
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
仁

風
閣
」
保
存
修
理
工
事
の
現
場
見
学

会
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

　

▼
日
時
―
９
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
午
後
０
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分
は
一
時
休
止
）
▼

受
付
―
鳥
取
城
跡
・
仁
風
閣
展
示

館
前
「
特
設
テ
ン
ト
」（
鳥
取
市
東

町
２
―
１
２
１
）
▼
内
容
―
①
仁
風

閣
建
物
内
部
１
階
指
定
箇
所
の
見
学

と
解
説
（
建
物
内
１
階
の
床
板
と
腰

板
を
外
し
た
状
態
で
、
保
存
修
理
お

よ
び
基
礎
補
強
予
定
箇
所
）、
②
古

材
倉
庫
内
の
見
学
と
解
説
（
工
事

で
取
り
外
し
た
備
品
・
材
料
保
管

庫
）
▼
所
要
時
間
―
１
回
15
～
20
分

▼
見
学
要
領
―
①
当
日
先
着
順
に
て

受
付
（
予
約
不
要
）、
②
名
簿
記
名

順
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
１
組

10
人
の
列
に
な
り
係
員
の
誘
導
に
従

う
、
③
順
路
…
正
面
ゲ
ー
ト
よ
り
入

場
→
仁
風
閣
１
階
見
学
→
古
材
倉
庫

見
学
→
正
面
ゲ
ー
ト
よ
り
退
場
▼
問

い
合
わ
せ
先
―
（
公
財
）
鳥
取
市
文

 

仁
風
閣 

保
存
修
理
工
事

 

現
場
見
学
会
の
ご
案
内

化
財
団
鳥
取
城
跡
・

仁
風
閣
展
示
館
（
℡

０
８
５
７
―
26
―

３
５
９
５
）

②
次
の
㋐
～
㋒
の
い
ず
れ
か
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
㋐
犯
罪

被
害
者
の
置
か
れ
た
状
況
へ
の
理
解

な
ど
に
関
す
る
従
業
員
研
修
、
㋑
県

が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
へ
の

寄
付
、
㋒
そ
の
他
、
犯
罪
被
害
者
支

援
に
関
す
る
活
動
を
１
年
以
上
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
企
業
▼
登
録
す
る

と
―
①
登
録
後
に
登
録
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
、
②
鳥
取
県
が
企
業
な
ど
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
、

③
年
に
１
回
、
活
動
報
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
▼
実
施
要
綱
な
ど
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取
県
生
活

環
境
部
犯
罪
被
害
者

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
８
５
７

―
26
―
７
１
５
９
）



鳥取商工会議所報
VOL775.2025.9.15

23

１　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
青
年
部

総
務
委
員
会
・
広
報
委
員
会

４　

観
光
・
交
通
部
会
総
会
▽
青
年
部
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会

５　

建
設
部
会
総
会
▽
青
年
部
ま
ち
興
し
委
員

会

６　

流
通
部
会
総
会
・
オ
ー
プ
ン
講
演
会
▽
青

年
部
納
涼
例
会

７　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
「
傾
聴
力
と｢

コ
ー

チ
ン
グ｣
セ
ミ
ナ
ー
」
▽
青
年
部
鳥
取
お

城
委
員
会

８　

サ
ー
ビ
ス
部
会
総
会
▽
工
業
部
会
総
会
・

鳥
取
市
と
の
意
見
交
換
会
▽
青
年
部
政
策

提
言
委
員
会

12　

金
融
部
会
正
副
部
会
長
会
議
・
総
会

18　

ほ
ん
ま
ち
ク
ラ
ブ

19　

定
例
金
融
相
談
会
▽
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

▽
青
年
部
５
役
会

20　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会

21　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
会
員
増
強

委
員
会

23　

県
連
役
職
員
研
修
会
（
米
子
市
）

26　

青
年
部
理
事
会

27　

体
験
的
学
習
活
動
等
休
業
日
に
係
る
要
請

▽
女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　10月21日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

8
月
抜
粋
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